発端 



この 突拍子もない 名称 を かぶせられた 「地球 発狂 事 

件」 は、 実は その 前にもう 一 つの 名称で 呼ばれて いた。 

それ は 「巨船 ゼム リャ号 発狂 事件」 というので あった。 

これ は 前代未聞 のこの 怪事件 を 最初に 発見し、 そして 

その 現場に 一番乗り をした 上に、 全世界の 報道 網に 対 

し 〔# 「対し」 は 底本で は 「封し 匕 輝かしき 第 一 報 を 打つ 

ことに 成功した デンマ ー ク 新報の アイスランド 支局 員 

ハリ. ドレ ゴの 命名に よる ものであった。 巨船 ゼムリ 



記者の、 たちのよ くない 悪戯 かもしれ ない と、 始めは 

そう 思った 者 も すくなく はなかった ので ある。 

ところが、 この 事件の 内容が だんだん さらけ出され 

て 行く につれ、 その 怪奇なる 点、 桁外れの 点、 常軌 を 

逸して いる 点な どで 「発狂 事件」 と 命名す るより 外に 

他に 〔# 「外に 他に」 は ママ〕 妥当なる 名前の つけ 方が な 

いこと が、 誰に も 首肯され るに 至った。 さて こそ まこ 

とに 天下一 大事、 この 事件に まさる 大事 件 は 有史 五 千 

年 このかた 記録に も 予想に もなかった といえる。 前置 

き はこの くらいに 停め、 それ は 一体 どんな 事件で あつ 

たかと いう 記述に うつらねば ならぬ。 それに はこの 事 



れる ほど それが 気に入らず、 口にまで 出して いわない 

が、 胸の 中で むしゃくしゃして いたので ある。 

そういう 生活の 中に、 彼が 話 相手と して 或る 程度の 

満足 を 得られる 友人が 一人 だけあった。 それ は 先に も 

名前 を ちょっと 出した が、 日本人 記者で 水戸宗 一とい 

う 三十 歳ば かりの 背の 低い 色の 黒い 男であった。 

例の 事件 を 発見す る 日の 前夜、 ハリ. ドレ ゴは水 戸 

を 引 張り まわして 町中 を 飲み 歩いた。 この 日 二人の 間 

に は 珍ら しく 議論が 沸騰した ので ある。 それ は 「この 

世 は 神が 支配し 給う か。 それとも 悪魔が 支配して いる 

か」 という 問題だった。 水 戸 は 「もちろん 神々 によつ 



て 支配され たる 有難い 世 だ」 と 言った のに 対し、 ハ リ- 

ドレ ゴは 「いや 違う。 この 世 は 今や 九 百 九十 匹の 悪魔 

と、 僅か 十 人の 神様と によって 支配され ている の だ。 

その 生残り の 神様 も 遠からず、 この 世から 追放され て 

しまう であろう」 と 心細い こと を 主張して 譲らな かつ 

た。 水 戸 は ドレ ゴの説 をく つがえ すため に、 色々 と 事 

実 を あげて 反駁した。 が ドレ ゴ はいつ になく 水 戸の い 

うこと を 聴かず、 片端から あべ こべ の 実例 を もつ て 水 

戸の 甘い 説 を 薙ぎ倒し ていった。 

この 論議 は、 ドレ ゴの 家の 玄関 口まで 続いた。 水 戸 

あ つ 

はこの 友情に 篤い ドレ ゴ がその 夜 飲み過ぎた ことと、 



日頃に 似合わず 虚無的な 影に 怯えて いるら しい こと を 

案じて 彼の 邸まで 送って 来たので ある。 そのと き はも 

う ドレ ゴ は 前後不覚 で、 彼の 体重 は 完全 に 水 戸の 身体 

に 移って いた。 時刻 は 午前 二 時に 近かったろう。 夏 も 

過ぎよう とする 頃で、 白夜が 次第に 夕方と 暁 方との 方 

へ 追い やられ、 真夜中 の 前後 四時 間 ほど は 有難い 真黒 

な 夜の 幕に 包まれ、 人々 に 快い 休息 を 与えて いた。 水 

戸 は 邸の 中から 爺 やの 出て くる 間、 その 闇の 中に 友 を 

抱えて ひょろひょろしながら、 黒く 涼しい 風 を 襟元に 

よみがえ 

うけて、 蘇 〔# ルビの 「よみがえ」 は 底本で は 「よみが 匕つ 

たような 気持ちに ひた つていた。 



「莫迦な …… 」 

それでも 彼 はま だ 自分の 頭 を 信じなかった。 目 を 信 

あげく 

ずる わけに いかなかった。 その 揚句 彼 は 一 旦 窓から 半 

身 を 引っ込めた。 そして 再び 彼の 姿が 窓に 現れた とき 

に は、 彼の 手に は 長く 伸ばした 望遠鏡が 握られて いた。 

接 眼鏡 は 左手に よって 彼の 目に 当てられた。 右手 は 望 

遠 鏡の 先の 方 を 窓枠に しつ かりと 固定した。 焦点が 合 

わせられた。 彼の 視野に、 浅み どり 〔# 「浅み どり」 は 

底本で は 「朝み どリ匕 の 空と、 白い 峰の 雪と が 躍った。 

やがて 彼の 探らん とする 物体が、 レンズの 中央に しつ 

かりと 像 を 結んだ 一瞬、 彼 は 心臓 を ぎゅっと 握られた 



ように 愕 いた。 

「おお …… こんな 奇妙な 風景が あるだろう か …… 」 

彼 は 見た の だ。 信じられな いもの を 霊峰の 上に 見た 

の だ。 それ は 彼の 目に よって 見、 彼の 頭脳に よって 判 

断す ると、 へ ルナ— 山の 峰の 雪の 上 を、 一隻の 汽船が 

航行して いるので ある、 船体 を やや 斜めに 傾けて …… _ 

そんな ことが 有り得べき 道理 はない。 海抜 五 千 十七 

来 ~ のへ ルナ— の 峰に、 大海 を 渡る ために 作られた 汽 

船が 航行 中と いうの はお かしい。 が、 いくら 目 を こ 

すって みても、 望遠鏡の 焦点 を 再調整して みても、 へ 

ルナ— の 山頂に は 少しも 変わりな き異 風景が 見られた 



た 爺 や は、 ああ ああつ と 長い 叫び声 を 発する と、 その 

場に 卒倒して しまった。 糧食の 盆 は 大きな 音と 共に 彼 

の 手 を 放れて 床の 上に 落ち、 あたりへ 大事な もの を 撒 

きちら し、 転がせて しまった。 

ドレ ゴは 漸くに して 身支度 を 整えて、 家の 前に 待つ 

ている 自動車に 乗 込んだ。 彼 は ハンドル を 山と は 反対 

の 方へ 切って、 町の 中 を 降り出した。 こういう ときに 

は 絶対に 協力者が 必要 だ。 一 人で は 成功す る ことが 
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覚束ない。 ドレ ゴは、 最も 信用して いる 有能な 通信員 

の 水 戸 を 誘う こと を 忘れなかった。 



い 感投詞 を 〔# 「感 投詞 を」 は ママ U 口にした。 

「これが 僕の 知っている ことす ベて だよ。 後 は、 すつ 

かり 君の 知識と 同 一 さ」 

ドレ ゴは 言葉 の 終り をそう 結んだ。 

しかし 正確に いうと、 彼の この 言葉 は 完全 だと はい 

い 切れなかった。 なぜならば 彼 はもう 一 つ 水 戸に 語る 

べき 事柄 を 忘れた のであった。 尤も そのと き ドレ ゴ 

自身が、 その 事柄 をす つかり 忘却して いたの だから、 

彼 を 責める 訳に も 行かないだろう。 それ は、 昨夜 ドレ 

ゴが 熟睡 中、 彼の 寝室に おける 異様な 物音に よつ て 目 

覚めた という 一事であった。 この 事柄 こそ、 事件 判定 



の 有力なる 手懸 りの 一 つで ある わけ だが、 ドレ ゴはそ 

れ から 程 経つ まで この 重要な 事項 を 忘れて いたので あ 

る。 

現場 は！^ fs たる 〔# 「惨儋 たる」 は 底本で は 「惨怛 たる 匕 

ものであった、 荒涼 目 を そむけた いものが あった。 

巨船 は 人 を 莫迦に したよう に 山頂に 横たわり、 そし 

てあい かわ らず 燃え さかって いた。 

町中の 人が、 皆 戸外に 立って、 燃えさ かる 山頂 を 恐 

怖の 面 持で 見守って いた。 今や 事件 は、 この 町中に 

すっかり 知れ 亙った ので ある。 



うで はない か」 

水 戸 はそう いって、 リュックの 中から 携帯 用の 超 短 

波 送受信 機 を 取 出して 組立 始めた。 ドレ ゴ はぎよ ッと 

した。 そうだ、 自分 は 非常に 大きい 不用意 を やっての 

けたので あった。 新聞記者 でありながら、 この 山頂 か 

らの 通信 を どうす るか を 考えなかった の だ。 いつもの 

調子で 町から 容易に 通信が 出来る ように 思 つ ていた。 

そこへ 行く と 水 戸 は 咄嗟の 〔# 「咄嗟の」 は 底本で は 「咄 

差の 匕 場合に も 用意周到 だ。 やっぱり、 よかった。 協 

力 者と して 水 戸 を 誘って よかった の だ。 もし ドレ ゴ自 

身 ひとりで 出 懸けて 来よう ものなら、 通信 機 を 持たぬ 



想から 来て いた。 嘴 の 青い 〔# 「青い」 は ママ〕 ドレ 

ゴ 記者に して はまこと に 大出来であった といえる。 

それ は それと して、 本当に 巨船 ゼムリ ャ号は 発狂し 

たのであろう か。 発狂した としたら、 何故 発狂した の 

か。 そして 何故に こんな 雪山の 上に 巨体 を 横たえる よ 

うな ことにな つたので あろう か。 不思議で ある。 奇抜 

あ- 

すぎる。 本当の ことと 思われない。 しかし これ は飽く 

まで 事実であった。 では この 事実 を どう 説き明か すか。 

それ はゼ ムリャ 号の 煙が、 もう 少し 治る の を 待たねば 

ならない。 



君が 是非とも 果 さなければ ならない 義務が あるじ やな 

ヽ ゝ I 

レカ」 

「なに、 義務と いうと …… 」 

「困るな あ、 君 は …… 。 君 は、 この 大事 件の 名誉 ある 

発見者で ありながら、 まだ その 義務 を 世界に 向かって 

果してい ないで はない か。 つま リ君 は、 まだ この 大事 

件に ついて、 一本の 通信 も 送って いない」 

うめ 

水 戸に そうい われる と、 ドレ ゴ はおお と 呻いて 顔色 

を 変えた。 

「そ、 そうだった。 自分 だけで 愕 いて、 興奮して、 騒 

ぎた てるば かりだった。 そうだ。 早く 第一 報 を 送らな 



ない。 この 前代未聞の 怪事件 は、 本 記者の 如く、 自ら 

の 目 を もつ て 見た 者で なければ 到底 信じられない であ 

ろう。 この ゼム リャ号 発狂の 謎 を、 解き 得る 者が 果た 

して この 世界に 一人で もい るであろう かと、 疑わしく 

思う。 もちろん 本 記者 も 決して その 一 人で ない と、 敢 

えて 断言す る。 それほど この 事件 は 常識 を 超越して い 

るの だ。 だが 本 記者 は、 同業 水 戸 記者の 協力 を 得て、 

これよ リ 最大の 努力 を 払って 本 事件の 実相 を掘リ あて、 

刻々 報道した いと 思う" なるほど、 これ は 上出来 だ」 

「ほめる の は 後に して、 大いに こき 下ろして 貰おう」 

ドレ ゴは、 演を すすった。 



「そうだな あ。 敢えて、 こき 下ろす とすれば、 この 記 

事 は 長す ぎる。 前半 だけで 沢山 だ。 それに …… 」 

「それに？」 

「ねえ、 ハリ。 君 は 〃ゼム リャ号 発狂 事件， という 名 

称が 大いに 気に入って いるの だと 思う。 いや、 全くの 

ところ、 僕 も 君の 鋭い 感覚と、 そして 大胆なる この 表 

まんこう 

現と に 萬 腔の 敬意 を 表する もの だ。 しかし、 欲 をい う 

ならば、 この 驚天動地の 大 怪奇 事件 を 〃ゼム リャ号 発 

狂 事件" と い う 名称で 呼ぶ に は 小さ すぎ る と 思う ん だ 」 

「ほう。 その わけ は …… 」 

「つまり、 ゼ ムリャ 号が 発狂して こんな 山頂に とび あ 



がった —— というよりも、 もっと スケ— ルの 偉大な 物 

凄い 事件 だよ。 発狂した 者が ありと すれば、 その 当人 

はーゼ ムリャ 号で はなく、 もっとで かいもの だよ」 

「ふふん。 じゃあ、 一体 何が 発狂した というの かね」 

「そのこと だが、 僕なら、 こう 命名す るね。 * 地球 発狂 

事件， とね」 

「なに、 〃地球 発狂 事件， ？ 君 は、 地球が 発狂した と 

いうの かい、 この 巨大なる 地球が …… 」 

「そうなん だ。 地球が 発狂した ので もなければ、 この 

一 万 数千 トン も ある 巨船が、 標高 五 千 十七 メ— トルの 

へ ルナ ー 山頂に 噴き あげられた 理由が 説明で きんじ や 



を 全世界へ 向か つ て 送ろう や」 



渦巻く 山頂 



ハリ • ドレ ゴの 発した 〃巨船 ゼム リャ号 発狂 事件" 

の 第 一 報 は、 果して 全世界に 予期 以上の 一 大 衝撃 を 与 

えた。 

この 報道 を 受け取った 新聞 通信社の 約 半数 は、 この 

報道 内容の 常識 逸脱ぶ り を 指摘して、 報道 者 ドレ ゴの 



精神状態が 正しい かどう かにつ き 疑問 を 持ち、 報道 を 

さしひかえた。 これ はこの 事件が 桁 はずれ の 怪奇 内容 

を 持って いると ころから 考えて、 当然の ことであった 

ろうが、 その代わり そういう 新聞社 は、 遅くとも 三十 

六 時間 後に は 非常な 後悔に 襲われる と共に、 睡リ から 

覚めた ように * 巨船 ゼム リャ号 発狂 事件， について 広 

い 紙面 を 割かざる を 得な か つ た。 

世界 各地の 通信機関と 調査団と が、 へ ルナ— 山頂に 

続々 と 集まって きた。 そういう 人々 の 手に よって やた 

らに キャンプが 張られ、 郵便 所が 出来、 テレビジョン 

や ラジオの 放送 塔が 建てられた。 それ か ら 簡易食堂 や 



とに よって、 これから 先 燃焼す るであろう 物件 を 助け 

出し、 それによ つて ゼム リャ 号の 搭載 荷物と か 遺留 物 

品 を 点検して 何 かの 新し い 手 懸リを 得ようと する の で 

あった。 そのために は、 更に 大掛リ な 機械 類の 現場 到 

達 を 本社 へ 向けて 要請し なければ ならな か つ た。 

このような 大掛 りな 調査 競争と なった ために、 ハ 

リ • ドレ ゴゃ 水戸宗 一 の 役割 は、 すこぶる 貧弱な もの 

に墜 ちて しまった。 彼ら 両人に は、 完全な 耐熱 耐圧 服 

の 一着 すら 手に入れる こと は 出来なかった。 従って 両 

人 は 甚だ 残念ながら 報道の 第 一 線から 退 く 外な か つ 

た。 そして、 * 有名なる 第一 報 者の ハリ • ドレゴ "とい 



う 博物館 的 栄誉 だけが 残されて いる だけであった。 

「これから、 どうす るかね、 水 戸」 

ぼつぼつ あきら 

野心 勃々 たる ハリ • ドレ ゴは、 まだ 諦め かねて 水 戸 

に 相談 を かけた。 

「うむ、 ジム • ホ ー テンスの 説に 傾聴す るんだ な」 

さっきから 水 戸 は、 巖 陰から オルタの 町の 方 を 見下 

ろして いたが、 振り向いて ドレ ゴの顔 を 見ながら、 そ 

ういった。 

「ジム. ホ —テンスって、 アメリカの CP の 記者の こ 

とか。 あの 背の 高い そして 口から 煙草 を 放した ことの 

ない ：：： 」 



ゼ ムリャ 号の 消息 を 拾い あげようと 努力して いる」 

「あの ゼムリ ャ号は ソ連 船 かい」 

「そうだ」 

「なるほど、 僕 はそう いう 大切な こと を 調べない でい 

たわけ だ。 そして ホ— テンス は、 ゼ ムリャ 号に ついて 

目的 を 達した かね」 

「残念ながら、 今朝までの ところ はね」 

と 水 戸 は 応えた。 それ を 聞いて いた ドレ ゴは、 一段 

と 顔の 色 を 輝かす と 水 戸の 手 を 取って 引つ 立てた。 

「おい 水 戸、 これから ホ ー テンスに 会 おうじゃ ないか- 

君 は 僕 を 紹介す るの だ」 



だが、 水 戸 は 首 を 左右に ふった。 

「ホ— テンス は、 今 この 山に いない」 

「えつ、 ここにい ない。 では 何処に いる …… 」 

「あそこ だよ」 

水 戸 は 下界 を 指した。 それ は 彼らの 古巣で ある オル 

タの 町だった。 町 は、 ここから 見る と、 フライパンの 

上に そ つ くり 載りそう な 程に 小さく 愛らしく 見えた。 

あせ 

まもなく 焦る ドレ ゴを 連れて、 水 戸 はホ— テンスの 

跡 を 追った。 そして かれは、 ホ— テンスと ドレ ゴとを 

ばんさん か い 

自分の 部屋に 招待して、 晩餐会 を 催す ことにした。 

彼 は、 マハン. サン ノム 老人の 経営す る 素人下宿に 



聞き手の 両人 は、 目を瞠 つた。 

「それ も 並々 ならぬ 〔# 「並々 ならぬ」 は 底本で は 「並々 

ならね 匕 新機軸 を 持った 砕氷船 なんだ。 この 船 は、 外 

部から 氷に 押される とだん だん 縮む の だ。 船の 幅で 六 

十パ アセントに 圧縮 されても 沈み も 壊れ もしないで 平 

気で いられる という 凄い 耐圧力 を 持 つ た 砕氷船なん だ。 

こんな 新 機構の 船が 今までに 考えられ たこと を 聞かな 

いね」 

「ふうん、 凄い 耐圧力 だ。 それだけの 圧縮に 平気なら、 

氷原で も 何でも どんどん 乗り切って 行く だろう」 

ラら やま 

と、 ドレ ゴは 羨 しそうな 顔 をす る。 



せて 貰った。 ところが、 その 中に 只 一冊、 当の ゼムリ 

ャ 号の 記事 を 掲げて いる 雑誌に つきあた つたんだ。 そ 

の 雑誌 はャ ク ー ック 造船 学会 誌 の 最近 号た る 六月 号 だ。 

その 雑誌の 一 隅に、 新鋭 砕氷船 ゼ ムリャ 号の ことが 小 

さ い 活字 で 紹介し てあつた のさ。 もし こ の 雑誌 を 調べ 

洩 〔# ルビの 「も」 は 底本で は 「もら 匕 らして いたと した 

ら、 ゼ ムリャ 号の 正体 は 今以て 不明だった ろう。 いや、 

実に きわどい ところだった よ」 

そういって ホ— テンス は 大きな 溜 息をつき、 ぐっと 

一 ぱい 酒 を あおった。 

「努力が 酬 いられた の だ。 神 は 常に 見て & 給う。 そし 



ばつびょう 

抜錨し 北極海へ 取って返した。 どう だ、 面白い 話で 

はない か」 

「ふうん。 一 つの 有力なる 手懸り だ」 

「ところが さ、 ゼ ムリャ 号の 消息 は、 それつ きり 知ら 

れ ていないの だ。 つまり 事件の 発生した 日までの 三 週 

間に 亙る 行動 は 全く 不明なん だ。 そこで こういう 説が 

ちんじ 

行われて いる。 ゼム リャ号 は、 或る 予期せ ざる 椿事の 

ため、 或る 巨大なる 力 を 受けて 北極海から 天空に 吹き 

あげられ、 そして 遂に この アイスランドのへ ルナ— 山 

頂 へ 墜落した のだろう。 勿論 Y J の 推定 は漠た る もので、 

何等 確実なる 証拠がない が、 常識から いって、 そう 考 



ことにあった。 それ は 興味の 点から いっても 当然で あ 

ろう。 

この 事件が 発見され た 当時 は 各紙と も、 この 問題の 

解決に 殆ど 無能力に 見えた。 なにしろ 一 万 数千 トン も 

ある 巨船が、 海抜 五 千 来のへ ルナ— 山頂へ 引掛 つてい 

あ，. こ 

る こと を どう 説明した らいい か、 途方に くれたの は 当 

まえ 

リ 前であった。 その 点に おいて、 事件 発見者の ハリ. 

ドレ ゴが、 〃巨船 ゼ ムリャ 号の 発狂 事件， と 題名 をつ け 

むし 

たこと は、 寧ろ 彼の 頭脳の よさ を 証明して いた ものと 

いってい いの だ。 そうだ、 ゼムリ ャ号は 発狂で もしな 

ければ、 そのような 狂態 を 示し 得ないで あろう。 



ナ— 〔# 「へ ルナ ー」 は 底本で は 「ヘレナ ー 匕 山頂へ 材料 

を搬び 汽船 を 組立て ておいて 自ら 騒ぎた てた もの だと 

した。 しかし これ は 現場 を 検分した ことの ある ものな 

ら 明らかに 不適当な 解答 だと 認定す る ことが 出来る。 

その 二 は 〃この 報道 は 一種の 四月馬鹿 的 報道であって、 

へ ルナ ー 山頂に はそう いう 事件の 事実 はない の だ， と 

いう 説で ある。 しかし これ は 全然 無意味 だ、 何故なら 

へ ルナ— 山頂に は 確かに そうした 事実が 厳然として 存 

在して いるの だから。 その 三 は、 奇跡 説ない し は 怪談 

説で ある。 つまり、 〃超自然 現象， とする ものである。 

これ は 余 論 もあろう が ともかくも 一 説 をな している。 



しかし 然 らば 如何にし てこの 奇跡ない し は 怪談が 生じ 

たかと いう 説明が つかない かぎ リ、 事件の 解答と して 

満足すべき ものと はならない。 ドレ ゴ の 感覚から 摘出 

した 〃ゼム リャ号 発狂 事件， や、 水 戸の 唱えて いる "地 

球 発狂 事件， は 共に この 範疇に 入る ものと いってよ ろ 

しかろう。 最後の 第 四 説と して 〃原子爆弾 説， が ある。 

この 説に よると、 その 事件の 当時、 某国が 秘密 裡に 

某 海域に おいての 実験 を 行った ので あるが、 ゼ ムリャ 

号 は 不幸に して その実 験 現場 附近 を 航行して いた。 そ 

のために 原子爆弾の 巨大なる 爆風に 吹き飛ばされた 結 

果、 あのような ことにな つたので あろうと いうので あ 



る。 この 説 は、 四 種類の 答案 中 最も 現実性 を 帯びて い 

るた めに、 日と 共に 有力と なって いった。 と 同時に、 

世界に 第一 一 の 原子爆弾 製造 国が 現われた のか も 知れな 

いという 点で、 原子爆弾の 偉力に 常に 戦慄 を 禁じ 得な 

い 世界人 類に 別個の 剌激を 与える 結果と なった。 そし 

て 人々 は、 果してそう かどう か を 一日 も 早く 確かめた 

かった。 

この ことにつ いて 更に 一 層 人々 の 関心 を 高めた もの 

は、 世界に おける 原子 エネ ルギ ー 学の 権威と して 知ら 

れ ている ヮ ー ナ— 博士の 発言であった。 博士 は 研究室 

\ ゥ 

において 意見 を 発表して 曰く、 



洋を 航行 中 だつ たんだから、 そのような 嫌疑 は 無用で 

ある" という 謂い 方で 釈明し なかつ たんだろ うか。 こ 

の 事実 を 投げ出せば、 釈明 は 一言で もって 明瞭に 片附 

くで はない か、 それ をし ないで あのような 謂い 方の 釈 

明 を 採用した の は 一 体 どういう 訳だろう かね」 

そういって 水 戸 記者 は、 静かに ドレ ゴの面 を 見詰め 

た。 ドレ ゴ はくす りと 笑って、 顔 を 右へ 振った。 

「おお、 可愛 想な 東洋の 哲学者よ、 何故 君 はそんな に 

懐疑 を 恋人と して 楽しむ のかね」 

それ を 聞いて 水 戸 ははつ と 顔 を 硬く した。 が、 すぐ 

さま 元の 何気ない 表情に 戻って、 



かなくて 遺憾で は あるが、 とにかく この 事件 は 従来 地 

球 上で 信じられ ている 法則 を 破つ ている 点に 注目した 

い」 

「すると 結局 かねて 君の 自慢の 命名、 〃地球 発狂 事件， 

しゅうれん そもそも 

に 収斂す る わけ じ やない か。 抑々 どこ を 捉えて 本 事 

件 を "地球 発狂" という か、 という ことになる」 

「真面目な 話 だが、 僕 は 思う のに、 この 事件 を 解く に 

は、 へ ルナ— 山頂の ゼ ムリャ 号に たかって いたので は 

むし 

駄目で、 寧ろ 大西洋の 海底 全域 を 探す 方が 早い と 思う」 

「はは はは、 大きな こと を 云う ぞ、 君 は。 おい 水 戸、 

誰が そんな こと を 実行に 移す だろう か。 大西洋 は 広く 



水 戸 は 何時に なく 昂奮して 叫んだ。 



異常 海底地震 



その 朝、 オルタの 港へ、 一隻の 奇妙な 恰好 をした 船 

が 入って 来て、 町の 人々 の 目 をみ はらせた。 いやに 四 

i-J ょラ りよ-つ 

角ば つた 殺風景な 船で、 甲板の 上に は 橋梁の ような 

ものが 高く 組んで あり、 後甲板 は 何にもな く 平らで 

あった。 白い ペンキ 塗装ば かりが 美しく、 そして 船尾 



警告の 手紙 



サン キス 号 は、 アイスランド を 後に して、 一 路 南下 

していった。 航海 は 快適だった。 翌朝に なると、 もう 

既に 気温が 五 度ば かり あがって いた。 海水 も 大西洋ら 

し い 青 味 を 帯び た 色に 変った。 

てすり 

ドレ ゴと水 戸 は、 船の 手摺に もたれて、 矢の ように 

北へ 逃げて 行く 海 波の 縞に 見惚れて いた。 

「どうして いるかな あ、 へ ルナ— 山の 上の 記者た ち は 

…：- J 



ホ— テンスが そういった。 ドレ ゴと水 戸と は 共に 頭 

を 左右に 振った。 

「もう 調査 は 始まって いるの」 

ドレ ゴが 訊いた。 

「観測 はもう 始ま つてい る」 

「何 か手懸 りになる ような ものが 出ました か」 

と、 水 戸が たずねた。 

「いや、 まだまだ。 異常 海底地震 帯へ 本船が 入る の は、 

今から 三時 間 後 だ」 

「三時 間 後。 ほう、 もう そんなに 現場へ 近づいて いる 

んで すか。 本船 は 〔# 「本船 は」 は 底本で は 「本 舟 は 匕 



が 全然 観測され なかった。 

「変 だね、 あれ だけの 顕著な 地震に 余震がない なんて 

…：- J 

と 水 戸 は 眩いた。 

「余震がない という こと はそんな に 怪しむ ことかね」 

ドレ ゴが パイプ を 口から もぎ 取って、 目を剝 いた。 

「そうだろう。 地震に は 余震が 付き ものなん だから… 

〜」 

「そうかね。 僕に は、 ぴんと来な いがね え。 何 かもつ 

と 目に 見える 派手な 事件で も、 起こって 呉れな くち や、 

僕に は 異常 現象た る ことが 諒解で きない。 ああ、 とに 



r ぺップ 司令、 われわれ は 即時 トップ • スピ ー ドでこ 

の 海底地震 帯から 脱出し なければ ならぬ。 但し 駆逐艦 

ニ隻 は、 しばらく 現場に 停り、 不幸なる 駆逐艦 D 十五 

号の 遺留品 を 出来るだけ 多く 収容した のち、 速やかに 

われわれの 跡 を 追うよう に 取 計られたい」 

この 指令 を、 高声 器から 受取った 司令 ぺ ップ 大佐 は 

がくぜん 

愕然と 正気に 戻った。 この 司令 はさつ きからず つと 船 

ガラス 

橋の 展望 硝子 戸 を 通して 海上の 恐ろしい 惨劇に 魂 を 奪 

われて いたのだった。 

ごもつ と 

「御尤も。 直ぐ 発令し ます、 ヮ ー ナ ー 団長」 

二分 間 ほど 間 をお いて、 ヮ— ナ— 博士のと ころへ 司 



「ホ— テンス 君。 君 だって その 点に ついては 充分 疑問 

を 持って いるので はない かね。 もし あれが 原子爆弾 だ 

としたら、 いくら 水中での 爆発に しろ、 あの 駆逐艦 D 

十五 号 だけが あんなに ひどく 損傷して 粉砕した ばかり 

か 全部が 気化し てし まう ことはないだろう、 恐ろしい 

力 だ。 それ にも拘らず 僕が 乗って いる この サン キス 

号 を 始め、 僚艦 は 大した 損傷 を 蒙って いないで はない 

か。 だから さっきの を 原子爆弾と 見る こと は 正しくな 

いと 思う の だ」 

水 戸 はこ こで ちょっと 言葉 を 停めて、 博士の 顔 を 見 

た。 博士 は 軽く 肯 いてみ せた。 



「そうはい つたが、 ゼ ムリャ 号の 被害 状況と 駆逐艦 D 

十五 号の それと は 非常に 異なって いる。 本 事件の 怪力 

の 攻撃 を 受け て D 十五 号が あのと おり 粉砕 気化す る も 

のなら、 なぜ ゼムリ ャ号は 粉砕 気化し なかった のか。 

明らかに 二つの 事件に は 相違が ある。 これが 僕の 同一 

原因 説なん だよ、 水 戸 君。 だから こそ 僕 は 新しい 原因 

説 を 出した」 

ホ— テンス は 熱心に 水 戸 を 見詰める。 

「ところがね ホ— テンス 君。 これ は 博士に 笑われる と 

思う が 僕 は 一 つの 仮定 を 置いた の だ。 その 結果、 二つ 

の 事件に 同一 原因 説 を 敢えて 圧しつ けて いる わけ だが、 



つまりこう なんだ、 その 仮定と いうの は —— 」 

「ふう」 

「 …… 同一 原因に よる 力が 働い たんだが、 その 原因 物 

と 被害 物体との 距離に かなりの 相違が あつたた め、 そ 

の 結果で ある 損傷 程度に 著しい 相違 を 生じた —— こう 

考えて はどうだろう か。 つま リゼ ムリャ 号 事件のと き 

は その 怪力 源が 相当 遠くに あった。 しかし 駆逐艦 D 十 

五 号の 場合 はずつ と 近くに あった。 そう 考える こと は 

いけないだ ろうか」 

水 戸の 説 は 大胆 極まる ものであった。 そうして ここ 

に 論ぜられ たもの 以外に も 多くの 欠点 を 有して いた。 



しかし 彼 は 敢えて 同 一 原因 説 を 唱え、 そして 一 見 無理 

と 思われる 解釈 を 試みた のだった。 なぜ 彼 はそんな 無 

理を 強行す るので あろう か。 

「君の 説 は 興味深い」 

ヮ— ナ— 博士が 突然 口 を 開いた ので、 その 周囲に 集 

まっていた 人々 は愕 いた。 まさか そんな 讃 辞が 博士よ 

リ聞 けようと は 期待して いなかつ たからで ある。 だが 

は 19 力 

水 戸 は ひとり、 恥し そうに 静かに 微笑した。 

「博士 は 水 戸の 説に 賛成な さるんで すか」 

ホ— テンス は 訊いた。 

「まだ 賛成 はして おらぬ」 と 博士 は 明らかに 否定し 「だ 



が 今の 水 戸の 説に より、 わし は 一 つの ヒントに よって、 

わし は 最近の 機会に 一 つの 冒険 を 決行す るよ」 

「冒険です つ て」 

ホ— テンス を 始め 皆は愕 いた。 水 戸も愕 いた 一 人 

だった。 

「そうだ、 冒険 だ、 わし は 準備の 出来次第、 その 冒険 

を 決行す るつ もり だ、 何しろ プログラムに 全然な かつ 

たこと を、 水 戸 君から 得た ヒントで 行 くんだ から、 少々 

手数 力 力 力る」 

「先生 その 冒険と いうの は、 どんな ことです か」 

ドレ ゴが 沈黙 を 破って、 前へ 乗 出した。 〔# 「。」 は 底 



くわ 

博士 はそう いうと、 パイプ を 口に 哇 えて、 この 観測 

室 を 出て い つた。 

後に は 喧噪が 残った。 思いがけない ヮ ー ナ ー 団長の 

冒険 計画に ついての 是々 非々 の 討論が 活発に 展開して 

いった。 賛成者 はもち ろん 少数だった。 

「なにより もまず 生命の 危険 率が 頗る 大きい こと を考 

えなくて はね、 仮り にかの 怪奇なる 怪力 源 問題が な 

かった としても 大西洋の 海底 を 人間が 潜水服で のこの 

ァ J 歩く なん て 前代未聞 の 冒険 だ よ 」 

「や つ ばり 歩 一 歩と 地味な 観測 を 続ける のがい いので 

はない か。 それが 一番の 近道ではないだろう か」 



D 十五 号 遺品 



その 夜のう ちに、 大 急行で 潜水の 準備が なされた。 

取 揃えられた 深海 用の 潜水服 は 二十 着であった。 しか 

し 実際に 使用 せられる もの は 十一 着で、 残リは 予備と 

して サン キス 号 内に 留め置かれる。 

その外、 海中 標識灯 や 海中 信号 器に 通信 機、 それ か 

ら 昇降機な ど の 大きな 機械 類 も 手落ちな く 点検 さ れ 用 

意され た。 

また 海底 調査 隊員 十 一 名が 持って行く 品物 も 集めら 



紅玉 青玉が ざらざら 出て くる 古風な 箱 だと か、 そうい 

う ものなら 僕 は 悪くない と 思う ね」 

あき 

「それ は 誰 だって 悪くない よ。 君の 欲の 深いのに は呆 

れ たもんだ」 

「そんなら 貴様 も 海底へ 出張 すれば いい じ やない か」 

と、 同僚が まぜかえした。 

「いや、 僕 は 駄目 だ。 船員と いう もの は 船 を 離れる と 

駄目なん だ。 あんな 芋虫の 化物の ような 潜水服 を 着て、 

のこのこ 海底 を 歩く なんてえ こと は、 われわれ 船員の 

柄 じ やない」 

「うまくい つてる ぜ。 しかし §k たちが これから 下りて 



さすがに ホ— テンス は サロン を 出る とすぐ ヮ ー ナ— 博 

士 たちの 打合せ 会議が 済んだ かどう か を 訊いた。 会議 

は 少し 前に 終わって いた。 ホ— テンス は、 水 戸と ドレ 

ゴを 呼んで 博士 の 部屋 を 叩いた。 

「ようやく 準備 は 完了した よ」 

と 博士 は 満足ら しく 微笑した。 

「その後、 事件に ついて 何 か 判明した こと はあり ませ 

んか」 との ホ— テンスの 質問に 対し、 博士 は 「あるよ」 

といいながら 机上の 書類 を 取上げ、 

rD 十五 号の 遺留品 を、 僚艦が 現場 附近に おいて 収容 

した。 その 品目が ここに 書 出して ある。 ゆっくり 見 給 



か」 

「それ は 今のところ 不可解 だ」 

「その 破壊 面 附近に、 ウラニウム などの 放射性物質が 

ついていませんでした か」 

「今までの ところ、 それ を 検出し 得ない。 多分 付着し 

て いないので あろうと 思う」 

「それ はお かしいで すね」 

はさ 

とホ— テンスが 横合いから 口 を 挟んだ。 

「すると、 D 十五 号 は 原子爆弾 によって 破壊され たの 

ではない といい 切って いいわけで すか」 

「まだ、 そこまで はいい 切れないが、 とにかく これ ま 



出来るだけ 早く この 調査団から 離れて、 アイスランド 

へ 戻りたい こと を 申 述べた。 

博士 は、 それ を 聞く とすぐ 諒解した。 そして 護衛艦 

の 一隻が 今日、 アイスランドへ 引返す ことにな つてい 

るから、 それに 便乗して 行った がいいだろう といって 

呉れた。 そして 博士 は ドレ ゴ が なぜ 急 に 予定 を 変更し 

たかに ついて 一言 も 訊き はしなかった。 水 戸 は、 博士 

の 肚の太 さに 対し 畏敬の 念 を 生じた。 

実は ドレ ゴが 急に こんな 翻意 をす るよう にな つ た わ 

け は、 その 前夜、 アイスランドから 一通の 無線電信 を 

受領した ことに 拠る。 それ は 差出人が 匿名で、 ただ" 汝 



の 崇拝者より" と ある だけで あつたが、 電文 は 左のと 

おりであった。 

* 愛ス ルド レゴ ョ、 コ レガ 第一 一 ノ 警告！ ゼ号ノ 秘密 

ハ 当地 二 於 テ今ャ 解 カレル 一 歩 前 ニァリ 折角 ノ 名誉 ト 

富ヲ捨 テル 気力、 スグ 帰レ、 花ヲ 持ッテ 待ッ、 汝ノ崇 

拝 者 ヨリ， 

これ を 受け取った ドレ ゴは 一 夜 を 悩み 続けた 末、 今 

朝に なって、 とうとう 帰国す る 気になつ たの だ。 彼 は 

水 戸 を 誘った が 水 戸 は 応じなかった、 こうして オルタ 

の 町の 仲好し は 一時 北と 南に 別れる ことと なった。 水 

戸 は ドレ ゴに花 を 持って 迎える という 彼の 崇拝者に 対 



的に 呼吸が 続けられる 仕組みと なって いた。 

午前 十 時半、 現場へ 到着。 

現場の 空 は、 飛行機で 警戒せられ ていたし、 海面 は 

護衛の 水上 艦艇に て、 海中 は 潜水艦が 五 隻も繰 出され 

ひとしお 

て 一 入 〔# ルビの 「ひとしお」 は 底本で は 「ひとい リ匕、 警 

戒は 厳重であった。 

留守 組の 観測 班員 は、 捕えた 気象 水温 その他の 数値 

を 刻々 と 博士に 報告した。 

「諸君」 

と、 博士が マイク を 執って、 整列して いる 隊員に 呼 

びかけ た。 



「本日 は 例の 異常 海底地震 を 全く 感じない。 といって 

安心す るの はま だ 早い。 海底で 異常 地震に 遭遇した と 

き は、 かねての 注意に 基き、 わしからの 信号に より 行 

動す るよう に。 冷静 を 失う と 結局い いこと はない から、 

どうか そのつ もりで いて 貰いたい」 

博士 の 非常 警報が 出た ときに 限り、 全員 は 応急 浮揚 

器の 紐 を 引いて、 海底に 〔# 「海底に」 は ママ〕 浮かび あ 

がる 手 害に なって いた。 それ 以外 は、 どんなに 不安に 

怯える とも、 博士 を 信頼して 頑張る ことにな つていた。 

ホ— テンス も 水 戸 も、 列の 最後 尾に 並んで 共に 元気 

だった。 



「おい 水 戸 君。 昨日 D 十五 号 だけが あのと おり ひどく 

やられて 他の 艦船が 〔# 「艦船が」 は 底本で は 「艦 舟が 匕 

大した 損害 を 受けな かった こと を 君 は 不思議に 思 わ ん 

かね」 

ホ— テンス は、 闘志 満々 たると ころ を 示して、 この 

期に なお 同業者と 討論 を 持ち かける。 

「不思議 は 不思議 さ。 およそ 何もかも 不思 議な ん だ 。 

だが その 不思議と 映る 現象 —— その 事件 そのもの を 素 

直に 受取る より 外ない ね」 

「はは は。 そこで 君の 持説 〃地球 発狂 事件， かね」 

「そうなん だ。 それ はとに かく D 十五 号 事件に よって、 



あの 驚異の 力に は 方向 性が ある といえると 思 うんだ」 

「方向 性 だ つ て」 

「そうだ。 方向 性が あれば こそ、 D 十五 号 だけが あの 

ような 大破 壊 を 受け 附近に いた 水上 艦艇 も 水中に いた 

潜水艦 も 共に 惨害から 免れた の だと 思う。 だから われ 

われが 水中で あの 種の 驚異 力の 発生 を 感付いたら、 す 

ぐに 物 蔭に 寝る といい と 思う ね。 水中で は 波動 速度が 

のろいから、 きっと それでも 間に合う と 思うよ」 

「なるほど。 それ はいい 考え だ、 覚えて おこう」 

まさか 

ホ— テンス は 水 戸の 説に 興味 を 覚えた、 しかし 真逆 

そのこと が 間もなく 本当に 水中に 於て 試されようと は 



「航空隊の 来援 を …… 。 すると 何 か 重大な 〔# 「重大な」 

は 底本で は 「重大に 匕 発見で もあった のかな」 

ドレ ゴ 記者 は、 商売 がら、 そういう 方へ 航空隊 来援 

要請 を 解釈した。 それに 対して 船長 は 何も 応えず、 料 

理 へ フォ— クを 使う のに 熱中して いるよう に 見えた。 

もしも ドレ ゴが、 今 船長の 口 を 滑らせた ことにつ い 

て 正確な 解釈 をす る ことが 出来たら、 彼 は 食事 も 何も 

放り出して、 早速 南方へ 向かう 飛行機の 提供 方 を、 船 

長に 交渉した ことで あろうに。 

船長 は、 或る 出来事に ついて 沈黙 を 守って いなけれ 

ばなら ぬ 義務が あつたの だ。 尤も 船長 自身 も それに 



美人 は 多い。 彼女 は その 中の 誰であろう か。 ドレ ゴは、 

かねて 彼の 胸に 灼けつ いた 若い 女性た ちの 顔 を 丹念に 

一人 づっ 思い出して みて は、 首をかしげる のであった。 

酒場 「青い 靴」 のス ザンナ であろう か。 それとも 「極 

光」 の ペペであろう か。 いや、 それでな くもつと 高貴 

な 婦人、 たとえば プルス カャ 伯爵 夫人 か、 公爵 令嬢 マ 

リア .ム ルマン クか。 さっぱり 見当が つかない な あ。 

それから それへ と、 いくら 思い出して みても これな 

らばと いう 自信の 湧き出る 美し い 女性 を 探し 当てる こ 

と はでき なかった。 ドレ ゴ ははげ しく 昂進して くる 自 

分の 心臓に 気がつき、 吃驚して 胸 を 抑えた。 



エミリ— の 手に は、 二つの 花束が あった。 二つのう 

ち、 紅い 花の 数が 少ない ほうの 花束 を、 ドレ ゴに 手渡 

しながら 始めて 口 をき いた。 

「ドレ ゴ様、 おひと りなんで すか。 水 戸 —— 水 戸さん 

はどうし ました か …… 」 

そうい われて ドレ ゴは、 釣り あげられた 鯉の ように 

あえ 

「ああ …… ああ …… 」 と 口 を 大きく 開いて 喘いだ。 訳 

は 分った の だ。 エミリ— の 待ち こがれて いたの は ドレ 

ゴ にあらず して、 実はもう 一 つの 紅い 花が たくさん 揷 

して ある 花束 を 捧げる 害の 人物の 方に あつたの だ。 I 

I 「すると、 僕の 方 はま だ 別の 美人に 希望 を 持って い 



いの かな」 と、 ドレ ゴは 往生際が 悪かった。 それに 止 

めを剌 すかの ように ェ ミリ— が 早口に 喋り だした。 

「あたくし、 がっかり しました わ。 ドレ ゴ様 とあろう 

方が、 気が おききに なりません のね。 あたくし の 手紙 

を ごらんに なり 電報 をお 読みに なれば、 あなた 様が 必 

ず 水 戸さん を 連れて 帰つ て いら つ しゃらなければ なら 

ない こと は、 お分りの il じゃありません か。 あたくし 

—— 」 

「まあ 待って くれ、 エミリ ー」 

ドレ ゴは 顔に 汗をかいて、 首 を ふりたてた。 

「だって それ は 無理 だよ。 あの 手紙 や 電報で は、 そん 



な 意味に は 取れ やしない」 

「そんな こと、 ございません わ。 あなた 様 は 水 戸さん 

の 唯 一 無二の 御 親友で …… 」 

「唯一 無二の 親友で あっても、 そこまで は 気がつき や 

しない そうだよ、 ね。 第一 その 手紙に は、 "あなたの 崇 

拝 者より〃 として あるから、 僕 はてつ きり 僕の 崇拝者 

が 僕 を 呼んで いるんだ と 思った。 この こと は、 はっき 

リ 分かる だろう、 え」 

「だって …… 」 

「だっても 何もない よ。 僕の 崇拝者で もない くせに、 

なぜ 僕 宛に 〃あなたの 崇拝者より， なんて 書いて 寄越 



すんだ い」 

「あたくし は、 あなた 様 も 大いに 崇拝いた してお リま 

すわ」 

「えつ、 それ は ややこし いね」 

「 —— だ つ て あなた さま は 愛する 水 戸の 唯 一 無 一 一 の 親 

友で いら つ しゃ います ものね」 

「.i こま まま 」 

い ん どう 

ドレ ゴは ここで 完全に ェ ミリ ー から 引導 を 渡されて 

しまった。 彼 はまと いっく エミリ— を 汗 だくだくで 振 

り 切って、 すた こら 自分の 邸へ 逃げ帰った。 

もちろん 彼 は それから バッカスの 俘囚 となって、 前 



，，，，，し 那サ， 告， 

や は 今 ； 困て 様ン はし ふ 
れレ 、朝 ； つ ごに ノレ、 なん 
や 、はした ざ至ム 、け ° 

れま 、 ねい 急 家 これ 



I 何 か 変わった こと はない か、 早く 僕に 報 

ばなら ない 性質の もので …… 」 

ざいます、 昨日 午後 四時より 始まりまして、 

の エミリ— 嬢が 坊ち やま …… お ほん、 若旦 

の 御用が あると かで 六 回 もお 見えに なり ま 

ます」 

え、 あの 女に は」 

まだ 来ない か」 

だお 見えに なりません よ」 

、 早い ところ 風呂へ 入つ て、 ずら かる かな I 



ドレ ゴが、 大理石の 浴槽に つかって とろん としてい 

ると き、 ガロ爺 やが やって来て、 エミリ— の 来訪 を 伝 

えた。 

「まだお 目 ざめ ではない と 申し上げて は 置き ましたが 

…：- J 

「いや 会おう ：：： 昨日 僕 は 頓馬だった、 たとえ エミ 

リ— がどう 思 つ ていようと、 僕 はゼム リャ号 事件の 名 

誉 ある 発見者と して、 その 最新 情報 を 集め、 その 核心 

へ、 突進し なければ ならない の だ」 

ドレ ゴか ひとりごと をい つてい ると き、 浴槽の 入り 

のぞ こ 

口が 開いて 女の 首が 中 を視き 込んだ。 



「 一 秒 を 争う ことなん です。 ドレ ゴ さんに すぐお 目に 

かからねば なりません」 

牝牛の ように 身体の 大きな ェ ミリ— は 戸口に 立ち は 

だかる 枯木の ような ガロ爺 や を ぐんぐん 押し戻して、 

浴槽の 傍まで 入つ てきた。 

「エミリ ー。 お願い だから あと 二分 間、 部屋の 外で 

待って いてお くれ」 と、 さすがの 心臓 男 ドレ ゴも、 ェ 

ミリ— の 剣幕に おそれ をな して、 赤ん坊の ように 悲鳴 

を あげた。 

「ところが たいへん なのよ。 ケノ フス キ ー が 飛行機で 

行 つ ちま うんです I 



「ケノ フス キ ー?」 

「そうな の。 うちに 下宿して いる ケノ フス キ ー です。 

ゼ ムリャ 号に 関して は、 あの人が 一番 謎 を 知っている 

ん です。 そして それに 関する 取引 も、 あの人 だけが 

握つ てい るんで す」 

ドレ ゴは 浴槽の 中で、 石 鹼の泡 を かきた てること も 

忘れて、 「へえつ」 とお どろいて しまった。 ケノ フス 

キ ー が 水 戸と 同じく サン ノム 老人の 下宿に いる こと は 

勿論 知っていた。 彼 は ソ連の 商人と して 知られて おり、 

これまで 魚の 缶詰 や 魚油の 取引 をして いる こと は ドレ 

ゴも 知ってい たが、 ゼム リャ号 事件に 関係して いると 



滑走 中 だ つたので、 ドレ ゴもェ ミリ— も 歯 を ぎりぎり 

嚙み 合わせ て 口惜しが つ た。 

ところが ドレ ゴの 運が 強かった わけ か、 旅客機 は 滑 

走路の はずれまで 行っても 離陸し ないで ぐるつ と 方向 

転換 をし、 元の 出発点に 引返して きた。 

事故の 原因 は、 サイド. パイプから 油が 少々 ふきだ 

した ことにあった。 そのお かげで、 ドレ ゴは 単身 機内 

へ 乗 込んで、 ケノ フス キ— に 面会す る ことができた。 

かれは、 短刀 直 入に 用件 を 切 出した。 

せいうち 

ケノ フス キ— は 赤い 海象の ような 顔 を ゆがめて 愕ぃ 

たが、 それでも ドレ ゴの 申出 を 諒解して ここで は 話 も 



圧力に 耐える ように、 そして 熱線 を 完全に 防ぎ、 それ 

か ら 放射性物質 の 浸透 を 或 る 程度 食 いとめる ように 設 

計され て ある、 つまり 結局、 原子爆弾の 恐るべき 破壊 

力に も 〔# 「破壊力に も」 は 底本で は 「破壤 力に も 匕 耐え 

られる だけの ことが 考えられて あるんで さ。 こういう 

船 を 作つ ちゃい かんとい うわけ はないです からね。 い 

や、 それよりも 全人 類が 原子爆弾の 脅威に 曝ら されて 

いる 今日、 われわれ 人類 は 生存の 安全の ため 一日 も 早 

く、 あの 脅威 を 防ぎ 留める 工夫 をし なければ ならぬ こ 

と は 当然の ことです。 その 対策と して は、 われわれが 

全く 地底に 隠れる の も 一方 法 だが、 しかし それで は 移 



「 一 体 あの 事件のと き、 ゼ 号の 乗組員 はどうい うわけ 

で 死ん だんです かね。 いや もちろん 激しい 外力に よつ 

のうしんとう 

て、 壁に 頭 をぶ つけ、 脳震盪 〔# 「脳震盪」 は 底本で は 

「脳 震蕩匕 を 起こしたん だろうと 想像して いますが、 

それにしても ゼ号を あのよう に 高い 山の 上へ 吹き飛ば 

した 外力と いう もの は 一 体 何物 だつ たんです か」 

「そのこと だが ね。 これ は 慎重な 態度で 取扱わねば な 

らぬ 問題 だが、 とにかく 巨大なる 外力が 働いた こと は 

確かで あるし、 それ は 海に おいて 発生した ものである 

こと …… 」 

「それ は 原子爆弾に やられ たんです か」 



「ぼんやり している のね、 あの人 だったら 抜け目なく 

頭まで 手に いれ るんだ けれど」 

「水 戸の こと をい つ てい るんだ ね」 

と ドレ ゴは 苦笑しながら、 車 をスタ ） ^させた。 

「僕 は 君の 気持ち を 知らなかった もんだ から、 彼を大 

西洋に 置いて きたんだ、 一体 君 はいつ 頃から 水 戸 を 愛 

してい たんだね」 

「もう 古い ことよ。 水 戸が うちへ 下宿す るよう になつ 

て 間もなく だ わ」 

エミリ— 牝牛 嬢に は 似合わない 細い 溜 息をついた。 

「これ は愕 いた。 水 戸 はちつ とも そんな 気配 を 見せな 



「ヮ ー ナ ー 博士、 海底地震 は やっぱり 起こって います 

か」 

とホ— テンスが 尋ねた 〔# 「尋ねた」 は 底本で は 「訪ね 

た 匕。 

「さっき 一回 感じた が、 計器 を ここへ 据 付けてから は 

まだ 一 度 も 起こらな いね」 

こわ 

そういつ ている とき、 博士 は 急に 身体 を 強 ばらせた _ 

そして 手 を あげて 助手 を 呼び寄せた。 五分ば かリ 経つ 

た 後、 博士 は 元の ゆるやかな 姿勢に 戻った。 

「どうしました、 ヮ ー ナ ー 博士」 

ホ— テンスが 声をかけた。 



だ」 

海底に わ だか まる もの 

ホ— テンスが 右隊の ほうへ 帰って しまう と、 左隊の 

三 名 は、 前よりも 一層 互いに 身体 を 寄り合って、 そろ 

そろと 軟泥の 上 を 前進して いった。 

(沈没船 か、 岩 か？) 

岩なら 別に 問題 はな ぃ箬。 博士が 警告した わけ は、 



の す) J い 地震が 起， J り、 軟泥 は 舞 上 つて ロンドンの 霧 

のように あたりに 立罩 め、 各自の 携帯 燈は、 視界 を殆 

ど数鹏 にまで 短縮し、 一同 は 壁の 中に 閉じ込められ 

たように なった。 と 同時に 連発す る ものすごい 地震 は、 

非常な 不安 を 起させ、 誰も そのまま 立って いる ことが 

出来ず、 海底に ドラム缶 を 転がした ように 横にな つた。 

水 戸 記者 は 誰よりも 早く 転がった 方で あるが、 それ 

は 彼が 誰よりも 早く 恐怖に 陥った という わけで はなく、 

かねて こういう 場合に 迅速に 姿勢 を 低く すべきで ある 

と 考えて いた こと を 実行に 移した ばかりであった。 

が、 潜水服 を 通じて、 彼の 五体に 伝わって 来る 強い 



と 目 を あいた。 

「あつ！」 

彼 は 思わず 愕 きの 叫び声 を あげた。 信じられない 位 

の 意外な 光景が、 転がって いる 彼のす ぐ 上に 展開して 

いるの だった。 そこに は 幅の広い 大きな 飾 窓の ような 

ものが あって、 内部 は 舞台の ように 明るく 照明され て 

いた。 そして 複雑な 器械 類 は、 いまだ かって 実物 はお 

ろか 写真に よ つ て も 見た ことのない 奇形な 形 をして い 

る ものば かりで、 何に 使う もの やら さっぱり 分リ かね 

た。 

( 一 体 ここ は どこだろう か。 あの 明るい 部屋 は 何 だろ 



うか) 

彼 は 自分が 海底に 寝転って いる こと を再認 した。 こ 

れは あまり 時間 を 費さなかった。 しかし その 明るい 

部屋が 何処で あるかに ついては すこしも 心当たり がな 

かった。 

(待てよ。 前方に 沈没した 船の ような ものが 海底に 横 

た わって いると いう 話だった が、 その 沈没船 かしら。 

いや、 沈没船が こんな 明るい 部屋 を 持って いる わけ は 

なかろう) 

彼 は 自分の 頭脳が 機能 を 半分 も 失って いるよう な 気 

がして 残念で ならなかった が、 ようやく 気が ついた こ 



と は、 前方の 海底に 横たわって いると いわれた の は 実 

は 沈没船で はなく、 なんだか 訳 は 分らぬな がら、 それ 

は 今 頭上に 見えて いる 明るい 部屋 を 持った ものである 

こと、 そして 今 自分 は その 窓ら しい ものの 下に 横た 

わって いるの だと 悟った。 

(沈没船で ない とすると、 一 体 これ は 何であろう か。 

もしゃ 海底の 要塞で も あり はすまい か) 

そう 考えついて、 彼が 瞳 を 見張って その 明るい 飾 窓 

のよう な 部屋の 中へ 懸命の 視力 を 集めた とき、 彼 は 再 

び 叫び声 を あげなければ ならな か つ た。 

「おやつ。 あれ は 何者 だ。 あの 異形の 者 は …… 」 



れを させない のであった。 

が、 これらの こと は、 後から 考える と、 彼の 驚愕と 

戦慄の ほんの 入 リロに 過ぎなかった ので ある。 —— 突 

然、 その 飾 窓の ような ものから、 探照燈 のよう な 強い 

光線が 水 戸 の 頭上 を 飛び越して さっと 外へ 投射 さ れた。 

ち-つ ±3 う 

すると 前方が 真昼の ように 明るくな つた。 濛々 たる 軟 

泥 はいつ の 間に か 沈殿した ものと 見え、 海水 は 硝子の 

ように 澄み わたって いた。 そして 嗚呼、 水 戸 は 懐し 

い 者の 姿 を 見た のであった。 潜水服に 潜水 兜 をつ けた 

こうぼう 

ヮ ー ナ— 博士の 海底 調査 隊の 数人の 姿が、 この 光芒の 

中に ありあり と 捉えられた。 彼等 は 水 戸の 横たわって 



いると ころから 約 一 一、 三十 メ— トル 距 つた 地点 を、 ば 

らばら にな つて こっちへ 進んで くると- ろの ように 見 

受けた。 しかし 彼等 は、 見る見る うちにば たばた と 相 

次いで 倒れた。 何人 か は 起き あがろうと 努力しながら 

しま 

力が なく、 またば たりと 倒れて 了った。 

水 戸 は、 彼等が 怪物た ちが 放出す る 光線 か 何もの か 

のた め、 身体の 自由 を 失った ので あろうと 察した。 あ 

あ、 いつの 間に か 恐るべき 争闘が この 深海 底で 始まつ 

ていたの である。 ヮ— ナ— 調査団 対 怪物 団！ 

水 戸 は、 今 も 自分が 怪物 団に 見つけられ はしない と 

き ぐ 

危惧しながら も、 その 位置 を 動く こと はしなかった。 



側へ 滑り落ちる ようにして 匐い 込んだ とき、 彼 はよう 

やく 安心感 を 得た。 それまで は、 いつ 背後から 怪光 線 

を あびせ かけられ るかと、 気が 気でなかった。 

彼 は 始めて 上半身 を 起して 中腰に なった。 中腰と 

い つ て もぎ こちない 空気 服 を 着て いるので 事実 は 寝て 

いるよう な ものだった。 そして また 後退 をつ づけた。 

と、 彼 はすぐ 傍の 岩の 蔭に 空気 服 を 着た 一 人の 隊員 

が 倒れて いるの を 発見して、 たいへん 愕 いた。 

(誰だろう？) 

水 戸 記者 は その 方へ 歩み寄った。 相手 は 倒れた まま 

動かない。 死んで いるの かなと 心配しながら、 よう や 



(死んで しまったの かもしれ ない。 もしそうなら、 な 

ん という 大きな 損失だろう) 

水 戸 はやむな く 博士の 遺骸 を 背負って 後退 を つづけ 

る ことに 決めた。 彼 は 博士の 一方の 腕 を 持って、 博士 

の 大きな 身体 を 背中に かついだ。 重かった。 水 戸の 肩 

は 裂けそう に 痛んだ。 四 五 歩 前進した とき、 彼の 足の 

下に 軟体動物 を 踏 付けたら しく、 あっと 思う 間もなく 

足 を 滑 ベら せ、 とたんに 身体の 重心 を 取られて、 博士 

を 背負 つ たま ま 派手に 顚 倒した 。 

「うう つ ッ」 

何が 幸いになる か 分らない もので、 博士の 身体 は 背 



水 戸 は、 それにつ いてす ぐ 応えるべき ことば を 知ら 

なかった。 それ を 聞けば 博士 は どんなに 嘆く ことで あ 

) ) ^ o 

ろう 力 

宿命の 第一 頁 

こら いちご いちじゅう 

水 戸 記者 は、 苦し さを俅 えながら、 博士に 一 伍一 什 

を 物語った。 博士 は、 大きな 溜息 をく りかえ しながら、 

部下た ちの 落ち こんでいった 恐ろしい 運命に 耳 を 傾け 



ずっと 知能が 勝れて いると いう こと —— これ だけ は 確 

か だとい えよう」 

「すると、 さっき 私たちの 見た の は、 あれ は 火星人 だ つ 

たので しょうか」 

き 

水 戸が せきこむ ようにして 訊いた。 

「火星人？ さあ、 どうかな あ」 博士 はすぐ に は 肯定 

しなかった。 

「火星人 かもしれ ないし、 そうでない かもしれ ない」 

「です が、 火星 は、 わが 地球に 一番よ く 似て いて、 そ 

, J に は 植物が 繁り 生物が 棲息し ている こ と は 前から い 

われて いたではありません か。 ですから、 地球の 外 か 



「博士。 ちょっと 待って 下さい。 博士が 今 おっしゃつ 

ている こと は 予想です。 それ は 夢です。 われら は 〔# 

「われら は」 は 底本で は 「わられ は 匕 まだ、 何も 現実に 彼 

ら によって 征服され たわけで ない。 新しい コロン ブス 

の 船ら しい ものが 今 この 海底に 来て いる こと は 来て い 

るよう です が、 彼ら はま だほん の ちょっぴりの 交渉 を 

持って いる だけです」 

「だが、 それ は、 疑問に 包まれた 恐ろしき 運命の 第一 

頁が 開かれた る こと を 意味す る」 

「でも、 先生。 われらの やり方 一 つで、 その 新しい コ 

口 ン ブ スと 平和的な 交際 を 取 結ぶ ことが 出来 るんで は 



その 第一 報 は、 次の ような ものだった。 "アメリカ 

が 誇りと する ヮ— ナ— 博士と その 調査団 一 行 十 名が、 

近来 頻発す る 大西洋 海底地震 の 調査の ために 昨日 来大 

西洋の 海底に 下りて 観測 中で あつたが、 博士 一行 は 図 

らずも 同 海底に 国籍 不明の 怪人 集団と、 それが 拠れる 

海底 構築物 を 発見した。 この 輝かしき 発見の 後、 博士 

一行 は 悉く 遭難し、 全滅の 悲運に 陥った。 それが ため 

以後の 調査 は 杜絶した が、 アメリカ 当局 は 更に 新に 調 

査団を 編成し、 大西洋 海底の 秘密の 探求に 本腰 を 入れ 

ちなみ 

る ことと なった。 因に、 その 怪人 集団 は 吾人の 想像 

に 絶す る 巨大なる 力 を 有する ものの 如く、 而も その 性 



「それが おかしい の だ。 今日の 十一 時に WGY 局が 短 

波で 呼 出され、 あの 第一 報が 伝えられ たんだ そうな。 

WGY 局で はお どろいて 政府 当局に 連絡して、 真偽の 

ほど を 質問した。 すると 政府の スポ— クスマ ンは、 そ 

れを 否定 もしない し、 また 肯定 もしない と 回答した。 

ところで、 それで は あの 通信に 幾分の 真相が 含まれて 

いるものと 見なし、 正午に 全世界へ 報道した という わ 

けだそう だぜ」 

「ちょっと 妙 だよ。 政府の その 態度 は。 当局の 意向と 

して 云々 という 文句が あるのに、 それ を 否定 も 肯定 も 

しないと いうの は …… 」 



「それ は 出来な いんじゃ ないか。 まさか、 大西洋の 海 

底まで 下りて 行く こと は 出来ないだろう」 

「遭難し 全滅した というん だから、 仕様がな いじ やな 

ヽ i I 

レカ」 

別の 記者が いった。 

「ところがね、 僕 は 博士 一 行が 全部 死に絶え たと は 思 

わない。 全滅と は 必ずしも 全部が 死んで しまった とい 

う 意味 じ やない。 死ぬ か、 さもなければ 怪我 をす るか 

して、 満足に 動け る 者が なくなり や、 これ を やっぱり 

全滅と 報道して いいんだ。 だから 皆 死んだ と は 断定で 

きない」 



「しかしね え …… 」 

「まあ、 待てよ。 それに だ、 もし 博士 一 行が 海底で 全 

部 死んだ ものなら、 海底に 怪人 集団 を 発見した こと を 

報告で き やしないよ。 われわれの 場合 は、 ちゃんと そ 

れを 報告して いるんだ。 しかも 吾人の 想像に 絶す る 巨 

す こぶ けんのん 

大 なる 力 を 有する もの だと か 〃性情 頗る 険 呑なる も 

の" などと 相当 深い 観察まで が 伝えられ ている。 お ま 

けに 今後の 調査団の 強化まで が 決定され ている じ やな 

いか。 そして、 〃全世界に 有史以来の 大 恐慌が 起る で 

あろう" などと 相当 責任の ある 予想 をつ け 加えて いる _ 

これらの こと を 考え 合わす と、 ヮ ー ナ— 博士の 一 行が 



記者 は 悉くへ たばって しまった。 あらゆる 探索 は 失敗 

に 帰し、 何の 収穫 も 手に入らなかった ので ある。 

アイスランド は 勿論の こと、 大西洋 全域から、 各国 

の 重要 都巿 がー つ 残らず 探索され たけれ ど、 どこに も 

ヮ ー ナ ー 博士 一 行の 新しい 消息 も 見当らず、 聞き 当ら 

なかった。 第一 報の 電波 発信 者 も 分らず、 この 電波 を 

発射した 位置 も 分らなかった。 そして 今にも 入る かと 

思った 第一 一報 はいつ まで 経っても 音沙汰がなかった。 

このような 失望と 困憊の あとに、 突然と して 待望 久 

しき 第二 報が、 WGY 局から 放送され たのだった。 

無線 探知器の 前に 頑張って いた 無線 班の 連中 は大失 



望した。 第二 報が WGY 局 放送局より 放送され る 前に、 

何処から か WGY 局へ 第一 一報の 原稿 を 電波で 送る 者が 

ある 害で、 それ を 捕えようと 待 構えて いたの だ。 とこ 

ろが それ は 遂に 入らないで、 いきなり WGY 局が 放送 

を 始めた から、 彼等が がっかり したの も 無理で はない。 

だが、 社の 首脳部た ち は 一向 構わなかった。 それ は、 

新たに 発表され た 第二 報の 内容が 非常 に 驚愕すべき、 

そして 重要な ものであった からだ。 —— 第二 報 は、 次 

のように 報じて いる。 

〃 —— 既報の 大西洋 海底に 蟠居 する 怪人 集団 は、 従来 

地球上に その 存在 を 確認され たことの ない 高等生物の 



集団 だと 認 むべき 理由が 発見され た。 但し 彼等が、 地 

球 外の 宇宙より 侵入せ る もの か、 或いは 以前より 海底 

又は 地中に 生存して いた ものが 今回 われらの 目に 触れ 

たもので あるか、 それ はま だ 判別で きない。 いずれに 

せよ、 彼等の 出現に より、 われら 世界人 類 は 突如と し 

て 測り 知る ことの 出来ない 脅威に 曝される ことと な つ 

た。 目下のと ころ 彼等 怪人 集団の 勢力 は 大した もので 

はない が、 われら 世界 各国 民 は 一致 協力して、 直ちに 

大 警戒 を 始めねば ならない。 世界 各国 はこれ までの 対 

立 を 即刻 解き、 その 総力 を 結束して、 われら 地球人 類 

の 防衛に 万全 を 図らねば ならな い" 



なんという 驚愕であろう。 「従来 地球上に その 存在 

を 確認され たことの ない 高等生物の 集団」 が 大西洋の 

海底に 蟠 居して いる ことが 発見され たと いうので ある。 

アメリカン • インディアンが 白人 コロン ブス 一 行を迎 

えたと きの 驚愕、 エス キモ —. < が ロシア 人 を 見た とき 

の 驚愕な ど は、 今回の 事件に 比べる と 桁ち がいの 小さ 

い 驚愕 だ。 世界の 全 同胞に とって 恐るべき 険悪なる 事 

態が 急に やって来 たの だ。 彼等 は 一 体 何物？ そして 

彼等に 対し、 如何なる 手段 を もって 如何に 対すべき で 

あろう か。 

政治家 も 軍人 も 財閥 も 技術者 も 科学者 も、 この 驚異 



ぶように 売れた。 新聞社の 収入 は 一 躍 平時の 三倍に あ 

がった。 通信社に おいても 同様にす ごい 収入 増加が 

あった。 

だが、 記者た ち は、 いずれも 困憊し、 そしてい ずれ 

に むし 

も 苦が 蟲を嚙 みつぶ したよう な 顔 をして いた。 

r 一 体 これから どうな るんだ、 われわれ 人間 さま は… 

〜」 

「ビフテキ —— いや 人間 テキに されち ま つ て 彼等にば 

くつ かれら あな」 

「君なん か は 肥って いて 肉が 軟 かで、 人間 テキに はお 

あつらえ 向き だ つてね」 



「何 をい うか、 僕 は テキになる まで こんなと ころに ま 

ごま ごして やしない」 

「ふうん。 自殺す るって わけ か」 

「うんに や、 自殺 は 嫌いだ」 

「じゃあ、 どうす るんだ」 

「ふ ふ ふ、 こいつ は あまり 誰に も 聞かせたくない ビッ 

グ 〔# 「ビッグ」 は 底本で は 「ビック 匕 • アイデア だが ね、 

外ならぬお 仲間 たちだから 喋る が、 実は アルプスの 山 

たてこも 

の 中へ 立籠 るんだ。 氷に 穴 を あけて ね。 そこに いれば 

大丈夫 だよ」 

「なぜ」 



停って しまうよ。 だめ だめ、 そんな こと は …… 」 

「いや、 アルプスへ 籠る より は 冒険 的で 近代的で —— 

や あ、 部長。 どこへ 行って いたんで すか、 さっきから 

探して いました よ」 

「遂に、 テ— ムズ 河口に 繋留して ある 浮標 D の 十一 号 

まで は、 つきとめ たよ」 

「テ — ，. ^ス 河口の 浮標 D の 十 一 号と は 一 体 何です か」 

「それ はね、 第二 報の 入リ こんだ 道筋なん だ」 

「第一 一報の 入リ こんだ 道筋？」 

「そうだ。 第二 報 はいきな り WGY 局から 放送され た _ 

WGY 局 は 第二 報 を どこから 手に入れ たか。 それ を 調 



ベて みたんだ。 さきの 第一 報 は 無電で 入った。 ところ 

が こんどの 第一 一報 は 無電で はな かったん だ。 それ は 有 

線 電信で 入った ことが 分った。 どこから その 電信が う 

たれた か。 WGY 局で それ を 見せて 貰った がね、 

ニュ— ョ— ク 中央 電信局 扱いに なって いる。 発信局 は 

ロンドン なんだ。 海底電信で 来たんだ ね。 近頃め ずら 

しい 古風な やり方 だ」 

うな 

「ふうん」 と 一 人の 記者が 呻った。 

「たしかに そこに 一 つの 性格が 認められ るね、 この 発 

信者の だ …… 。 そこで ロンドン 局 を 呼出して、 追及し 

てみ たよ。 すると その 電信 を 受付け た 局員が 出て 来た 



が、 結局 それ はテ— ムズ 河口の 浮標 D の 十一 号から 依 

頼され たもの だとい う ：：： 」 

「浮標が 電信 を 依頼 するとい う ことがあ るだろう か」 

「浮標 そのものが 依頼した わけ じ やない。 その 浮標に 

繋留して いた 船から 依頼され たわけ だ。 その 浮標と 口 

ン ドン 局と は、 やはり 電纜で 連結され てい るんだ。 と 

ころで D の 十一 号まで は、 つきとめ たが、 残念な こと 

に、 その 浮標に 当時 繋留して いた 船の 名が 分らない。 

そこで この 調査 も 一 応終リ さ」 

「ふうん。 その 浮標に 繋留した 船が ありながら その 船 

名が 分らない というの はお かしい ね。 必ず 分らな けれ 



ばなら ない 害 だ」 

「ところが、 港湾局に も 記載がない の だ。 つま リ その 

日 D 十 一 号 浮標に 繋留した 船 はない と 言明して いる」 

「それ はいよ いよお かしい。 ちゃんと 電信 依頼が ロン 

ドン 局へ 届いて いる。 そんなら 繫留 船が 存在し なけれ 

ばなら ない」 

「そこに 何 か 曰くが ありと しなければ ならないだろう 

な。 …… とにかく さ、 要するに ロンドン 港が くさい。 

これから ロンドンへ 網 を かぶせるべき だ。 誰か 四 五名、 

ロンドンへ 行って 貰おう。 特別に 社 機 を 出して 貰うよ 

う、 局長に は 話 をして 来た ぜ」 



「よし、 僕が 行こう」 

「僕 も 行く。 ヮ— ナ— 博士 一 行の 生残者 か、 それとも 

遺骸 かもしれ ない が、 とにかく それが ロンドン 内に 隠 

されて いる こと は 間違いな しだ」 

「うん。 成功 を 祈る。 君た ちの …… 」 

にわか 

こんな ことから、 ロンドンに 俄に スポット. ライト 

が 向けられた。 



条 束 ^ 手 新 



の 形だった。 といって エミリ— の 片恋を 知った 以上、 

そのままに 放ってお けない。 彼 は 進まぬ 足 を引摺 るよ 

うにして、 エミリ— を 慰めに 現われる のだった。 

その ドレ ゴが、 或る日い つもより は 明るい 顔で、 ェ 

ミリ— の 許 を 訪れた。 エミリ ー は サン ノム 老人の 下宿 

の 勝手 許から、 白い エプロンで 手 を 拭きながら 出て 来 

た。 早く も 彼女の 手に は、 ピンク 色の 絹の ハンカチ— 

フが丸 まって 握り こまれて いた。 

「や あ、 エミリ—。 今日は 珍しい 人から 手紙が 来たよ」 

「あら、 うれしい。 水 戸さん から ：：•• 」 

「何でも 皆、 水 戸の 話 だと 思つ ちま うんだ ね。 違うよ _ 



水 戸から 手紙が 来たんだ つたら、 すぐ 電話 を かける よ」 

「まあ、 つまん ない。 じゃあ 誰から」 

「ケノ フス キ ー からだ。 モスクワから 出した 手紙なん 

だ。 これ は 僕が、 約束して おいた 手紙なん だ」 

「 …… 」 

「ほら、 これ だが ね。 これ を 読む と、 また 面白い こと 

になって 来たよ」 と ドレ ゴは 封筒から 出した 用箋 を ひ 

ろげ ながら 「こういう ことが 書いて ある。 読んで みる 

よ。 —— "ゼム リャ号 事件 は、 まことに 不幸な 出来事 

では あつたが、 一面から 考える と、 それ はわれら のた 

めに 全然 マイナスではなかった。 何故ならば ゼ ムリャ 



ろう。 終に、 潑剌 たる ェ ミリ— によろ しく 伝言 を 頼む" 

—— こういうんだ がね、 ロシア 人らしい 長い 手紙 だ」 

ドレ ゴは 吐息と 共に、 片手で 自分の 頤を もんだ。 

「あなた はお 馬鹿さん よ。 エミリ— によろ しく 伝言 を 

頼む のと ころ だけ を、 あたしに 読んで 聞かせり やい い 

じ やない の」 

エミリ— の 目が 少し 笑った。 

「いや、 全文 読んだ 上で、 エミリ— によろ しくと 来な 

いと、 感じが でない からね。 はつ はつ はつ …… それ は 

いいが、 この ケノ フス キ ー の 提案 を どうした もんだ ろ 

うね」 



「こんど はどうして 来たんで す。 特別の 使命です か」 

「可 哀 そうな 記者 君。 君た ち は 地獄の 港まで も 紙と 鉛 

筆 を 持って行く つもりなん だろう。 …… 魚油と 毛皮と、 

それから 例の 火酒 を少々 貰いに 来たの さ」 

「それだけで すか。 もっとも こんな 船 じゃあね …… 」 

「こんな 船と は …… 」 

「船長、 ゼ ムリャ 号の こと は 知っている でしよう。 す 

ばらしい 耐圧力 を 持った 砕氷船で さ。 あの ゼ 号より 

もっと 強 靱な船 を 買いません か。 ャク— ック 〔# 「ャ 

ク ー ック」 は 底本で は 「^ >1 クック 匕 造船所 製の す ばら 

しい やつです ぜ」 



が 開いて、 そのものが ふわ ふわと 暖かい 海面へ 落ちて 

行く。 何だろう、 あれ は …… 。 食糧 投下 かな、 それと 

も 機雷 投下 か。 わした ち は 船橋に 固まって、 今にも 爆 

発音が 起る かと 耳と 目と に 全 神経 を 集中して いたが、 

一向 爆発の 起る 様子 もない。 ふしぎ だ わい と 首 を ひ 

ねって いると、 大きな 声が して 無電 局長が とび こんで 

来た。 〃船長、 空中からの 命令の 無電です。 すぐ 探 照 

灯 を 消せと いって 来ました。 これが 命令です"。 わし 

は 受信 紙 をと つて 読んだ。 絶対の 命令 だ。 違反 すれば、 

軍 行動の 妨害 者と 見なす と 注意が してあった。 わし は 

愕 いて、 すぐさま 探照灯 を 消させた。 わしが 見た の は 



「局長、 これ はみ な 本当だろう か。 映画の テレビ ジョ 

ン かなん か を 中継して、 この 映写幕へ 出して いるん 

じ やない か」 

「君が 信じ なきや、 それまで だよ。 だが これ は 映画 

じ やない と 僕 はかた く 信じて いる。 その 証拠に は、 受 

信 電波 を かえると、 これと同じ ものが 別の 角度 や 距離 

からう つるんだ。 見て いたまえ」 

局長 はまた もや 受影 機の 横に 跼ん で、 調整 を 行った _ 

すると 幕 面の 映像が 急に 洪水の ように 流れ出し、 何 

が 何だか 分ら なくなつ たが、 しばらく すると、 その 流 

れが ゆるやか になって、 やがて ぴったりと 停った。 そ 



して 新しい 光景が 幕 面に うつった。 

それ は 例の 怪人 集団の 城塞と 思われる 円筒 型の 構築 

物が、 さっきの 場合より ずっと 上方から 俯瞰 し た 状態 

でうつつ ていた。 その 城塞の 下から、 もやもや とした 

妖気が 立ちのぼる のが 見えた。 それ は 妖気で はなく、 

実は 軟泥が 噴き あげられ たので はあった が …… 。 

「ドレ ゴ君、 ここ を 見 給え、 この 籠みたい な もの 〔# 

「籠みたい な もの」 は 底本で は 「籠みたい もの 匕 —— 上 か 

ら ぶら 下って いると 見えて 鋼条が 光って いるが、 これ 

は 海中へ 投げ こまれた 別の テレビ ジ ョ ン送影 機 だぜ。 

あ、 あそこに も 見える。 あんな 虱に、 送 影 機 はいくつ 



「潜水艦？ そんな もの は アメリカに たくさん あるん 

だろう に 」 

「アメリカの では 駄目。 ぜひ ャク— ック 〔# 「ャク ー ッ 

ク」 は 底本で は 「ャ ー クック 匕 造船所 製の ものが 必要な 

んだ」 

「ャク ー ック 〔# 「ャク ー ック」 は 底本で は 「Jf -I クック 匕 

造船所の ものが …… 。 だって あそこで 潜水艦 を 作った 

話 は 聞いて いない ぞ。 それに、 何も わざわざ あんなと 

ころの 手 を借リ なくても …… 」 

といい かけて ドレ ゴは 出かかった 言葉 を 急に 嚥 みこ 

み 目 を 皿の ように 大きく した。 



世界 連合と して は、 これまで 一 向 適切な 具体的な 平和 

手段 を 採択す る ことが 出来ず、 世界 各地から 非難 を 浴 

びつ づけであった ため、 遂に 思い切って、 その 具体案 

を 広く 全世界から 募集す る 旨 を 発表した。 すなわち そ 

の 募集 文の 一 節に、 

* この 際 最も 必要と すると ころ は、 如何なる 方法 

により、 かの 怪人た ちと われわれ とが 意志の疎通 を 図 

る ことが 出来る かとい う 問題に ある。 この 問題が 解決 

しない かぎり、 われわれが 如何に 平和的解決 を 望んで 

いたと ころで、 その 目的 は 達せられな いの だ。 有能な 

る 世界の 人士た ちょ。 至急 知力 を 働かして、 この 問題 



に ついて 適切なる アイデア を 本 連盟へ 提供 せられん こ 

と を。 われら 地球人 類の 安危 は、 一 にこの 問題の 解決 

如何に 懸 つてい るので ある。 云々" 

というよ うな 文句が あるの を 見ても 知られる。 

この 対 怪人 意志 疎通 法の 募集 は、 世界 始まって 以来 

の 莫大なる 懸賞 付で 行われた。 その 一等に は、 地中海 

にある 一 孤島に 広大 豪華なる 文化 施設 を 施し、 交通 通 

信 設備 を 完備し、 向う 百年に 亙 つ ての 孤島 経営 生活費 

を 提供し、 その 孤島 は 永世中立 として 他より 侵犯 せら 

るる ことなき を 保証 するとい うので あ つ た。 

このす ばらしい 懸賞 は、 世界中の 人々 を わくわく さ 



れも靴 を 隔てて 痒き を搔 くの 流 を 出でなかった。 

その 一 方に おいて、 怪人 集団 を 即時※ 〔# 「歹+ 織の 

つくり」、 き 上段 Q?u 滅 すべし との 強硬 意見が 日に 増し 

て 有力に なって 行った。 テレビジョン 送 影 機 を 雨 下す 

る 代りに、 なぜ 原子爆弾の 雨 を かの 怪人 集団の 蟠居地 

域 へ 送らな か つ たの かと 非難す る 者 さえ あ つ た。 

とにかく、 至急 何事 か を 怪人 集団に 対してな さねば 

済まない ことが、 誰に も 分った。 だが、 その実 行方 法 

の 適切なる ものが 知られな いために、 世界の 人々 は 日 

毎に 焦燥と 憂鬱の 度 を 加えて いったの である。 それと 

共に、 世界 連合 会議への 〔# 「世界 連合 会議への」 は 底本 



大統領 は 快く 彼に 会った。 その 結果 教授の 提案 は 取 上 

げられ、 ヮ— ナ— 博士と 会見して 更に 具体的な 話 を 進 

める ことにな つた。 この 日 は、 実に ヮ ー ナ— 博士が 水 

*,J そく 1ス 人 I えん 

戸の ために 海底より 救い出され、 気息 奄々 たる 身体 を 

サン キス 号の 船 上に 移した その 翌朝の ことで、 当時 サ 

ン キス 号はァ イスラ ン ド 島の オルタ 港 へ 急航の 途中に 

あり、 突然 大統領からの 暗号 電報に 接した 次第で あつ 

た。 

ヮ— ナ— 博士 は、 困憊の 極に 達して いたが、 よくこ 

の 教授の 説 を 理解し、 教授に 会見す る ことと 決め、 こ 

の 旨 返電した。 



を 彼に 授けた ためであった。 

ヮ— ナ— 博士 ほか 二 名 は、 その 夜 飛行機で 大西洋 を 

越え、 紐 育に 入った、 そして 博士 は アン ダ ー ソン 教 

授と 会見した ので ある。 その 会見に よって どんな こと 

つまびら 

が 決った か 詳 かで ない が、 それから 三 週間 も 経って、 

突然 アン ダ— ソン 教授の 対策の 研究が 発表 せら れ たと 

ころから 考えて、 これ は その 日の 昼間に 〔# 「昼間に」 

は 底本で は 「昼間の 匕 相当の 発展が あった ものと 思われ 

る。 

なお 博士の 発表に よれば、 この 生理 電波 —— と 博士 

は その 頭脳 使用に よ つ て も 生ずる 電波 をそう 名 ilz: けて 



ャク— ック 〔# 「ャク ー ック」 は 底本で は 「J? -I クック 匕 

造船所 製の 耐圧 潜水艦 ウラル 号が 大西洋 へ 乗 出した の 

は、 アン ダ— ソン 教授の 生理 電波 説の 発表が あって か 

ら、 更に 一週間の 後の ことだった。 

この ウラル 号 は、 ソ連 船員に よって 運転され ていた 

〔# 「されて いた」 は 底本で は 「さられて いた 匕。 

そして この 潜水艦に は 十 人の 外国人が 特別に 乗組ん 

でいた。 その 人た ちの 顔触れ は、 ヮ ー ナ— 博士と 二人 

の 助手、 アン ダ— ソン 教授と その 三人の 助手、 それ か 

ら ドレ ゴ 記者、 水 戸 記者、 それに エミリ— だった。 ケ 

ノ フス キ ー も その 一 行に 加わって いた。 



彼等 他 惑星の 生物が、 まだ われわれの 前に 現われな 

いのは、 彼等が 真に 存在 しないので はなくて、 まだ コ 

ロン ブスの 船が アメリカ 大陸に 到着す る 前に 等しく、 

また 黒船が まだ 浦賀 沖へ 姿 を 見せる 前と 同じ 状態に あ 

る こと を 知るべき である。 何時か は、 必ず 彼等が 来 

る！ それ は 百万 年後の ことか も 知れない し、 或いは 

また 明日の ことか も 知れない。 どっちに しろ 彼等の 来 

航 する 日 は、 日一日と 近づきつつ あるので ある。 

さいぎ お 

果して 然 らば、 地球人 類が お 互い 同士に 猜疑し、 堕 

とし 合い、 殺戮し 合う こと は 賢明なる ことであろう か _ 

断じて 然ら ず。 われら 地球人 類 は、 そういう 一切の 同 



して、 呉越同舟 だなん て嗤ぅ 者が あったら、 それ は 愚 

劣であろう。 ャク— ック 〔# 「ャク ー ック」 は 底本で は 

「ャ ー クック 匕 造船所 は、 秘密の 耐圧 潜水艦 を 提供し、 

し か もヮ— ナ ー 博士 と アン ダ ー ソン 教授の 希望 ど お り 

に 短期間に 改造 を 加え、 乗組員の 全部 を 提供した。 至 

宝ヮ— ナ— 博士と アン ダ ー ソン 教授 は、 ウラル 号に そ 

の 運命 を 托した の だ。 この 快挙 を 具体化 させた 者 は、 

ドレ ゴ、 水 戸、 エミリ— の 三人と、 太つ 肚の ケノ フス 

キ ー だった。 彼等 間の 友愛と 信頼感と 感情と が、 この 

事 を 早く 搬んだ のであった。 



浮かんで いる アンテナ を 通じて 放送 させ、 それ をグ 

リ 1 ン ランドの 〔# 「グリ ー ン ランドの」 は 底本で は 「グ 

リ ー ランドの 匕 海岸 無電 局が 受信す る ことにな つてい 

た。 そして 更に それ は 局より 超音波に 変えて 水中へ 放 

送され、 当然 ウラル 号へ も 届く ことにな つていた。 と 

ころが、 これが うまく 行かなかった。 その わけ は、 怪 

人 集団の 警戒心 はいよ いよ 鋭くな つて、 城塞 附近に 投 

下される 物に 対して 監視 を 怠らず、 水面から 落ちて 来 

たもの は 城塞に 達する までに 片端から 爆破して いたか 

ら であ つ た。 

力 力 わ 

ウラル 号の 使節団 は、 それに 拘らず 失望す る こと 



なく、 * 尋ねたい ことがある， 旨の 信号 を 発射し 続けつ 

つ、 ひたむきに 前進して いった。 

ウラル 号が 怪人 集団の 城塞の 手前 五 キロのと ころに 

達した とき、 突然 艦 は 真正面より 猛烈な 外力 をう けた。 

それ は 怪人 集団の 城塞よりの 攻撃に 違いなかった。 も 

しこれが 普通の 構造 を 持った 潜水艦なら、 立ち どころ 

に 火の 塊と 化し 去る 害であった。 だが わが ウラル 号の 

場合 はそう はならず、 そのまま 海中 を 後方へ 一 キロば 

かリ 押し返された —— というよりも 叩き 飛ばされ たの 

だった。 

もし ヮ— ナ ー 博士 を はじめ 乗組員た ちが、 緩衝 帽衣 



をつ けて いなかったら としたら、 彼等 はこの 激しい 衝 

撃に よって、 頭部 を 壁に ぶつつ けて 石榴の ように 割ら 

れ、 肋骨 も 四肢の 骨 も ぼ きぼ き 折ら れて しまった こと 

であろう。 だが かの ゼム リャ 号の 遭難 事件に 起った よ 

うな 乗組員の 災禍 は、 優秀な 緩衝 帽衣 によって 巧みに 

防止され た。 

また 艦 体 は、 ャク— ック 〔# 「ャク ー ック」 は 底本で は 

「ャ ー クック 匕 造船所の 研究の 成果に よる 最も 強力な 

耐圧 構造 を 持って いたので、 巨大な 外力 を 受けた 瞬間 

に、 前後に 約 二分の 一 に 収縮した が、 破壊 を 免れる こ 

とが 出来た。 それから 艦 体の 外部に 張りめ ぐらされ た 



航海士の 声が した。 

「ほほう、 四千 七 百メ— トル か。 これ は 意外 だ。 こん 

ど は 攻撃 を くらわない ぜ」 

水 戸が 目 を 輝かせた。 

「 …… 四千 六 百 …… 四千 五 百 …… 」 

艦 は 進 力 を 早めて 前進した。 

艦 内に は 活気が あふれ、 緊張の度が 増した。 アン 

ダ ー ソン 教授 は、 怪人 集団への 信号 を 変更した。 

—— あなたがたの 傍まで 近づいた 上で、 互いに 十分 

一一 一 1 口 I 岁レた レ 

この 複雑な 内容の 生理 電波が、 彼等に 理解され るか ど 



II 来た ぞ。 

見大 る、 見大 る。 

—— 早く あれ を 破壊せ よ。 安全の ために …… 。 

—— あいつら は、 われわれに 何 か を 尋ねたい といつ 

ている の だ。 しばらく 待った 方が いい。 

—— 何遍で もやって 来る わ。 

叩き潰せ。 

—— いや、 そっくり 捉えた 方が いい。 

—— 慾 張る とよくない。 この 前採収 した だけで、 十 

分 だ。 

—— 違った 性別の 生物が 乗って いる。 あれ を ぜひ 捕 



強力な 信号 だ つ た。 

ヮ— ナ— 博士 は エンジン 停止 を 命じた。 

「目標への 距離 三百 八十 …… 」 

航海士が 叫んだ。 〔# 「叫んだ ご は 底本で は 「叫んだ 匕 

今や 怪人 城塞と ウラル 号と は、 約 三百 メ ー トルの 間 

隔を おいて 相対 峠して いるの だ。 

—— 承知した。 われ は 停止した。 

アン ダ— ソン 教授が 応答した。 

何 を 尋ねる のか。 

き 

怪人が 訊いて 来た。 

—— 貴下 達 は 何の 目的あって、 地球へ 来られた のか _ 



—— 困る ものが あれば、 持って来て あげたい と 思う。 

_ —— 不用 だ。 

—— われわれの 仲間 はどうな つた か。 生きて いるか。 

すぐ 釈放 せられよ。 

このうち ヮ ー ナ— 調査団 員の 釈放 を 要請した。 だが 

この 信号 はよ く 通じなかった。 それで 繰返し 別の 言葉 

にかえて 通信した。 

—— 彼等 は 動いて いる。 

ようやく 返事が あった。 

—— すぐ 彼等 を こっちへ 送り かえせ。 

—— 否。 彼等 はわれ われに とって 貴重な 収穫 だ。 



—— それ は 困る。 ぜひ 返せ。 

—— 否。 

—— 他の物と 交換しょう。 

II 否。 

怪人 は 頑として、 調査団 員 を 返そうと はしない。 

—— 欲しい ものが あるなら、 持って来て あげよう。 

何が 欲しい か。 

—— 何でも 欲しい。 すべて はわれ われに 珍しい。 

—— よろしい。 われわれ は 今 艦 内に それ を 持って い 

る。 近づいて、 それ を 渡したい。 

恃て。 …… この 次の ことにする。 君た ち はすぐ 



帰れ。 

—— 今、 渡したい。 

—— 帰れ。 すぐ 帰れ。 

怪人 は やっぱり 頑固に いい 張る。 ヮ ー ナ— 博士 は 今 

日の 仕事 を 諦めねば なら なくなった。 

—— では、 われわれ は 帰る。 この 次 は、 いつ 来る こ 

とが 許される か。 

可.？ 

—— われわれ は 明日 今頃に ここに 来たい。 

明日？ 今頃？ 

これ は 始めから 危ぶまれ ていた ことで あつたが、 相 



「どうしたんだ ろうか。 怪人た ち は 移動し たんだろう 

ゝ I 

力」 

こま 

「でも、 われわれ は 動け ない と、 咋日滾 していた よう 

だが …… 」 

「そうだつ たね。 だが、 たしかに 見えない。 早く 傍 ま 

で 行つ てみ よう」 

ヮ— ナ— 博士た ち は 不審に たえない 面持ちで、 ゥラ 

ル号を 現場へ 急がせた。 

現場に 到着して 発見した もの は、 潜水服に 身 を 固め 

た 三人の 人間 —— ヮ ー ナ— 調査団 員 だけだった。 彼等 

は 直ちに 艦 内へ 収容され た。 



いる わけで はなく、 水 戸 は 結婚と いう 問題 を この 十 年 

あまり 全く 考えた ことがない ためであった という。 

それから、 これ は 今更 説明す る 必要 も あるまい が、 

ゼ ムリャ 号が へ ルナ— 山頂に 吹き上げられ たの も、 駆 

逐艦 D 十五 号が 一 団の 火焰と 化した の も、 共に 彼の 怪 

物団の 行使した 驚異の エネ ルギ ー 投射に よる もので 

あった。 

それからもう 一 つ、 水 戸 記者が、 かかる 事件 を 探訪 

して、 「あのような 事件 を 肯定す るた めに は 地球が 発 

狂した と 思わねば 答えが 出ない」 といった 言葉 は、 正 

しく 当っていた。 確かにそう であった、 あれ は 地球 外 
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